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要旨 

 

背景： 

代謝異常に関連する脂肪性肝疾患（MAFLD）患者は、代謝異常とアルコール摂取を併発することが

多い。MAFLD は 3 つの異なるサブタイプ(2 型糖尿病表現型、過体重/肥満表現型、痩せ型代謝表現

型)に分類されている。各 MAFLDサブタイプやアルコールの摂取量によって異なる臨床転帰を明確に

するためには、さらなる研究が必要である。 

方法：  

タイ国民健康調査（Thai National Health Examination Survey）から収集された MAFLD患者

8304人のデータを、死亡記録とリンクさせて解析した。MAFLD基準によると、1432人（17.2％）

が糖尿病表現型、5894人（71.0％）が過体重/肥満表現型、978人（11.8％）が痩せ型代謝表現型

に分類された。統計解析は、Cox比例ハザードモデルと制限付きスプライン回帰により、平均 1日

アルコール消費量と全死亡率の関係を検討した。 

結果： 

71,145人年の追跡期間中 916人が死亡し、死亡率は 1000人年あたり 12.88だった。Cox比例ハザ

ードモデルを使用し、年齢、性別、教育歴、ライフスタイル、併存疾患を調整した結果、糖尿病

（調整ハザード比[aHR]1.59、95％CI 1.18-2.13）および痩せ型代謝表現型（aHR 1.28、95％CI 

1.01-1.64）の両者とも、過体重/肥満表現型と比較して有意に高い死亡リスクを示した。1日のア

ルコール摂取量と全死亡リスクとの間には J字型の関係が観察された。毎日のアルコール摂取量に

基づいて各代謝表現型の死亡リスクの層別解析では、1日のアルコール摂取量が女性で 50g、男性

で 60gを超えると、痩せ型の代謝表現型を持つ MAFLD患者では全死因死亡リスクが上昇した（aHR 

3.39、95％CI 1.02-11.29）。 

結論：  

本研究により、代謝表現型とアルコール摂取は MAFLD患者の全死亡リスクに相互作用的な影響を及

ぼすことが明らかとなり、両要因を評価することが予後の判断および管理戦略において重要である

ことを示唆した。  


